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地域医療連携室だより 

頌春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。本年も相変わ                       
りませず御指導御鞭撻の程をお願い申し上げます。 
昨年は、未曾有の大災害で、ヒトのつながりがあらためて、見直されま
した。今、私たちがいる街を見なおすと、私たちの身の回りにある建物や
組織は、すべてヒトがつくったもので、さまざまな思いの詰まったもので
あることがわかります。 
私たちは、それらの思いのひとつとして、医療・介護・福祉を通して、
地域の人が安心して住める街づくりのお手伝いをしていきたいと思いま
す。また、法人のネットワークと、佐藤病院・男山病院をバックに、今年
はさらに、先生方との地域連携を大切にしてまいりたいと考えておりま
す。よりスムーズな患者さんの紹介・逆紹介をおこない、先生方にも、病
院の病床を、自分のクリニックの病床の一部のように意識していただけれ
ばと思います。また、訪問・介護系のシステムも相互に共有して頂くことを考えております。 
佐藤病院は、先生方の御要望にお応えすることと、救急を断らないことを基本方針として、
昨年末には平均在院日数１１．２日、病床利用率も１０７％と、フル回転で運営いたしまし
た。さらに、昨年秋にＸ線透視装置を、この年初に心臓カテーテルの装置をリニューアルいた
しました。ＣＴの撮影条件の工夫もあり、放射線被曝の低減にも成果がでております。 
また、今年は、秋に男山病院の新棟が完成します。病床数が１９９にもどり、その約半分が
新しくなり、外来もきれいで使い勝手がよくなります。 
 佐藤病院・男山病院両方で、３１９床となり、ますます受け入れがしやすくなります。今後
ともなにとぞよろしくお願いいたします。 

佐藤病院  院長 

河合 泰博
かわい やすひろ

 

■ 診療・検査のお申込みについて 
  地域医療連携室（下記番号）までご連絡ください。 
■ 受付時間  平日 ９時～２０時 
        土曜 9時～１２時 

  特定医療法人特定医療法人  美杉会美杉会    
    佐佐  藤藤  病病  院院    地域医療連携室地域医療連携室  
    日本医療機能評価機構 認定病院 

 〒573-1124 枚方市養父東町６５－１ 
 
   
 
 
 
   
 
 
  【E-Mail 】chiiki@misugikai.jp【URL】http://www.misugikai.jp 

直通電話直通電話  072072--809809--57705770  
専用専用FAXFAX  072072--809809--57715771  

                        特定医療法人特定医療法人  美杉会美杉会    
                          男男  山山  病病  院院    地域医療連携室地域医療連携室  
   
     〒614-8366 八幡市男山泉１９番地 

 
 
   
 

  
  
 

 

 【E-Mail】 chiiki-otokoyama@misugikai.jp   【URL】 http://www.misugikai.jp       

■ 診療・検査のお申込みについて 
  医療連携室（下記番号）までご連絡ください。 
■ 受付時間  平日 9時～16時30分 
        土曜 9時～12時30分（第２・４土曜日除く） 

直通電話直通電話  075075--983983--00760076  
専用専用FAXFAX  075075--983983--00910091  

血管撮影装置 
フィリップス社製 Allura Xper FD20 



 平素より当院には格別のご高配を賜り感謝申し上げます。 
 昨年は日本、世界において激動の１年でありました。私達の身近なとこ
ろでも、医療制度問題、消費税改革、大阪のリーダーの変遷などどれも気
になることばかりが話題にあがりました。 
 男山病院では、念願でありました新病棟の工事が昨年より始まり、今秋
に向けて一期工事が順調に進んでいます。これまでの旧病棟に比べて、ゆ
とりのある４人部屋、使いやすい導線の外来、救急処置室の整備、最新型
1.5TのMRI、回復期リハビリテーション病棟等これまでには無かった設
備が整います。地域病院の本来の姿であります、地元の方にとって安心で
き、迅速に検査・治療が受けられる公共性の高い施設を目標に本年も目指
していきます。 
 美杉会が継承後、最も変化したのが救急医療体制であります。現在、八幡救急の約30％が
当院に搬送されています。２次救急体制にはこれまで以上に力を入れ、同法人の佐藤病院とも
ども京都府南部・八幡、くずは地区、枚方東部の救急をカバーいたします。 
 今わが国は、かつて経験したことのない人口構造の変化、産業構造の変化、政治・行政の変
化、あの原発問題、そしてアジア諸国との外交など大きな分岐点に差し掛かっています。この
ような時代であるからこそ、自分達の足元をしっかり踏みしめて前進する勇気と他を思いやる
心がさらに必要であります。これからも地域の為、ご協力お願いいたします。 

院長よりごあいさつ（男山病院） 

男山病院  院長 
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地域医療連携室より 

 昨年は職員の退職・休職や人事異動などにより、地域医療連携室職員の入れ替わりがありま

した。不慣れな点や未熟な点も多々あり、ご迷惑をおかけしたこともあったかと思いますが、
本年もさらなる地域連携を目標に気を引き締め進めて行きます。ご意見、ご要望などがござい

ましたらお気軽にお電話頂きたく存じます。 

 本年もご指導の程、よろしくお願い申し上げます。 

別紙の通り、診療担当表を更新いたしましたので、ご参照くださいますようお

願い申し上げます。 

新１号館 
（平成24年10月～予定） 

新２号館 
（平成26年4月～予定） 

 
 

  
 【新１号館】 
 

 （構造･面積） 
 鉄筋コンクリート造 ４階建 
  延床面積：6,666㎡ 
 

 （概 要） 
 １階：外来・救急・放射線・内視鏡・ 
 給食部門等 

 ２階：外来・リハビリ・検査部門等 
 ３階：病棟５０床（一般病床） 
 ４階：病棟５７床（回復期リハ病床） 

 （※既存館92床を含む全199床稼動） 完成イメージパース（全館建替後） 


